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ブロイラーにおける飼料切替時期が成育に及ぼす影響

古山　久雄・沼田　稔比古＊・市川　義夫

（福島県養鶏試験場・＊福島県畜産試験場）
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表1育成率（％）
1　は　し　が　き

ブロイラーの生産費に占める飼料費の割合（昭54年農林

水産統計）は65．7％で，飼料をいかに効率的に給与するか

が収益向上の一つの要件になろ。一方最近のブロイラーは，

発育速度など資質改善が進んできた反面，飼育後期の急死，

脚弱症の発生などから育成率，商品化率を低下させている。

これは生理的アンバランスともみられ飼料給与法の改善に

よりその生産の安定化を計りたい。

2　方　　　　　法

（1）試験期間　昭和56年10月～12月・63日間（9適齢）

（2）試験区分

区 分
飼 料 給 与 期 間 （週 令 ） 供 試 羽 致 （羽 ）

前 期 用 後 期 ，休 薬 8 ？ 計

O W 0 適 齢 1 、 9 週 齢 10 2 十 10 2 10 1 十 10 2 4 0 7

l W 1 2 、 9 10 2 ＋ 10 2 10 2 十 10 2 4 0 8

2 W 1 、 2 3 、 9 〝 〝 〝

3 W 1 、・3 4 、 9 〝 〝 〝

4 W 1 ～ 4 5 ～ 9 〝 〝 〝

注．市販ブロイラー専用種を使用した。

は）給与飼料と管理

市販配合飼料（CP，前期22．0％，後期18．0％，址E3，000■

3，150且081）のものを給与した。管理は傘型ガスブルーダ

ーを用い，光線管理・ワクチネーションは当場慣行法に従

がった。

3　結果　と　考察

（1）育成率

表1に示したとおりである。4適齢時には前期飼料OW

区が99．0％と最も良く，次いで2W区＞3W区＞4W区＞

lW区の噸となった。0．1W区間の差は約2％で有意な

墓とは認められない。しかし9適齢時ではやはりOW区が
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区分 1週 2 3 4 6 9

O W 99．8 99．8 99．5 99．0 98．5 93．6

l W 98．1 97．3 97．3 96．9 96．1 89．7

2 W 99．5 99．0 98．5 98．3 95．9 92．2

3 W 98．8 98．3 97．6 97．3 96．1 89．7

4 W 98．1 97．6 97．6 97．1 95．1 91．5

注．各区89．くりかえし2区の平均で示した。

最も良く，2W区＞4W区＞1，3W区の噸となり最良と

最低区間の有意差はやはりみられなかった。また，へい死

雛の病類別羽数をみると．育成後期の全般に腹腔内膠様浸

潤がみられたほか，前期飼料給与lWに下の区に肝炎，心

機能障害と患われるものがやや多くみられたが，特定の傾

向は認められなかった。

（2）発育体重

表2に示したとおりである。前期飼料給与2週間以上の

区には区間差がみられないが，無給与区は全期間にわたり

やや増体の遅れがあり，また1週間給与区は2～6週間の

成育不良がみられたものの8～9適齢間に成育がすすみ9

適齢時には区間差を認めない結果となった。

表2　発育体重（g）

区 分 1 過 2 3 4 6 9

O W 8 2 b 2 2 9 0 4 5 3 0 7 6 5 0 1 ，5 6 0 8 2 ．8 0 6 b

l W 1 16 8 2 7 4 b 5 4 7 b 8 58 b 1 ．6 5 8 b 2 ，9 3 9 8

2 W 1 13 8 3 0 1 8 5 5 3 8 b 8 9 4 b 1，7 0 2 8 b 2 ，9 5 2 8

3 W 1 19 8 2 9 5 8 5 6 1 8 b 9 10 8 1，7 2 2 8 b 2 ．9 6 9 8

4 W 1 14 8 30 0 8 5 6 2 8 9 0 4 8 1，7 2 7 8 2 ，9 7 8 8

分 散

分 析
＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

注．1）1％水準で有意…＊＊

2）縦列異符号間は5％水準で有意…8，b，¢

（3）飼料要求率

表3に示したとおりである。飼料摂取量の割にやや発育

の遅れた前期飼料給与0，1W区はやはり要求率の高くな
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る傾向を示し，6週齢時点では区間に有意の差を認めた。

しかし9適齢時には，最良の3，4W区（2．14）と最低の

OW区（2．17）間の差は0．03であり，分散分析では有意の

善のない結果となった。

蓑3　飼料要求率

区 分 0 一一1 W 0 ～ 2 0 一一 3 0 一一 4 0 一一6 0 一一9

O W 1．8 3 b 1．4 6 0 1 ．58 b 1 ．6 3 くさ 1．8 4 b 2 ．1 7

l W 1．14 8 1．3 5 b¢ 1．4 4 8 b 1．6 2 くさ 1．8 3 8 b 2 ．15

2 W 1．18 8 1．2 2 8 b 1．4 0 8 1 ．5 9 b c 1 ．8 1 8 b 2 ．15

3 W 1．0 9 8 1．2 5 8 b 1 ．3 5 8 1．5 3 8 b 1．7 8 8 b 2．14

4 W 1．13 8 1．1 9 8 1．3 5 8 1．4 8 8 1．76 8 2 ．14

分 散 分 析 の 結

】 ＊＊ l

果　 ＊＊

＊＊ ＊＊ ＊＊ N S

注．＊＊…1％水準で有意。

NS…有意差なし，　8，b，○…縦列異符号間は

5％水準で有意。

（4）経済性

表4に示したとおりである。9週齢時に雌雄1羽平均の

粗収益を計算したものであるが，飼料要求率とは異なる結

果であった。前期飼料2W給与区が最も良く190円，次い

で4W区‘189円，3W区・185円，OW区が最低の177円

であった。前期飼料給与OW区は飼料費が少ないものの体

重ののびが低位に終り，売上げも少なくなった。最大最少

の差は16円で分散分析では有意差をみとめない結果となっ

た。

（5）まとめ

ブロイラーの前後期飼料をいつ切替えたらよいか，その

適期をみいだすために10月雛の実験飼育をした結果を要約

すれば次のとおりである。

表4　経済性（雄雌平均・9適齢出荷，円／／瑚）

区 分

支　　　　　　　 出
収 入

（売 上 ）
粗 収益

雛 費
飼　　 料　　 費

前 期 後 期 休 業 計

O W 10 3 0 3 98 9 4 4 9 2 7 7 2 1 7 7

1 W 10 7 9 4 0 8 9 4 5 1 1 8 08 19 0

2 W 10 5 3 0 3 9 2 9 3 5 15 8 12 19 2

3 W 10 7 6 5 3 6 0 9 2 5 1 7 8 0 9 18 5

4 W 1 0 5 1 16 3 1 4 9 5 5 2 5 8 19 18 9

注．算出基礎1）素手乳1羽96円／育成率×100
2）飼料費，1吻当たり前期用90円

後期用82円
休薬用80円

3）ブロイラー売上…生体275円／1
吻当たり

1）成育への影響

育成率；増体重共に9適齢時には有意な差を認めなかっ

たが，前期飼料無給与区は，やはり成育の遅れがあり，僅

か乍ら収益にも影響を与える結果であった。

2）飼料の利用性

飼料消費量；要求率共に試験終了の9適齢時には統計的

に有意の差をみとめない結束であったが，前期飼料2W区

がわずかながら優れ，これが季別にも変化がないのか・6

適齢時の区間差が季別及び中抜する飼育体系時の生産性に

どう影響するかを検討してみる必要がある。

3）経済性

粗収益1羽当たりの最高，最低差がわずか13円であり，

統計的にも有意差にはならなかった。

しかし，中抜飼育体系である場合は6適齢時の要求率は

区間に有意的差があることから収益の差が中抜しない体系

よりやや大きく開くことも考えられる。




